
文文
芸芸
特特
集集

問い合わせ…広報課　A048-259-7628　E048-258-5661

短　歌

俳　句川　柳

金子富美子　選

山﨑　十生　選

た
く
さ
ん
の
力
作
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

秀
作
の一部
を
紹
介
し
ま
す
。限
ら
れ
た

字
数
の
中
に
織
り
込
ま
れ
た
、さ
ま
ざ
ま

な
思
い
や
季
節
の
情
緒
を
味
わ
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

一
　
席

一
　
席

一
　
席

薬
と
て
母
土
い
じ
り
水
温
む

若
草
を
摘
み
て
見
つ
け
し
土
手
の
基
地

シ
ャ
ガ
ー
ル
の
壁
掛
け
飾
る
春
の
風

ヘ
ビ
道
と
い
ひ
口
ご
も
る
余
寒
か
な

や
は
ら
か
き
雨
の
音
に
も
春
が
来
た

裏
表
な
き
タ
ン
ポ
ポ
の
光
か
な

過
去
未
来
つ
な
ぐ
は
今
と
咲
く
桜

東
風
ほ
の
か
う
な
じ
の
髪
の
解
れ
を
り

凜
と
し
て
梅
一
枝
の
し
じ
ま
か
な

花
筏
砕
く
鰭
長
鯉
の
影

葉
を
閉
じ
て
怒
り
を
納
む
合
歓
の
花

復
興
を
促
す
ご
と
く
桜
花

た
ん
ぽ
ぽ
の
石
垣
な
れ
ど
咲
く
強
さ

葱
坊
主
今
日
は
素
直
に
風
の
ま
ま

介
護
の
身
そ
っ
と
着
て
み
る
春
の
服

百
歳
以
上
の
高
齢
者
が
六
万
五
千
人
を
超
え
た
今
日
の
社
会
に
於
い
て
「
介
護
」
の
問

題
は
他
人
事
で
は
な
い
。
医
学
の
向
上
や
環
境
の
整
備
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
土
い

じ
り
や
俳
句
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
も
、
ひ
と
つ
の
元
気
の
素
の
「
薬
」
で
あ
る
。

評

芝
富
士
１
　
小
野
　
隆
子

安
行
吉
岡
　
會
澤
　
光
子

西
青
木
４
　
青
柳
　
裕
美

本
町
４
　
石
野
　
豊
子

戸
塚
東
１
　
久
須
美
節
子

赤
井
４
　
倉
川
　
和
子

新
堀
　
坂
本
　
越
子

芝
塚
原
１
　
佐
藤
　
培
代

中
青
木
３
　
田
熊
　
允
雄

本
町
１
　
知
念
　
哲
夫

幸
町
２
　
萩
原
富
美
江

新
堀
　
浜
田
　
輝
子

芝
１
　
引
間
　
徳
平

領
家
２
　
福
島
き
よ
の

芝
富
士
２
　
村
井
　
ミ
ツ
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新井　愁思　選

残
生
の
時
計
の
針
が
加
速
す
る

地
球
儀
に
止
ま
ら
せ
て
み
る
青
い
鳥

付
加
価
値
を
人
に
授
け
る
教
育
費

冷
凍
魚
大
海
原
の
母
を
恋
う

ア
ル
フ
ア
碁
に
並
の
ソ
フ
ト
が
鷹
を
生
み

言
い
訳
の
悔
い
が
さ
い
な
む
酒
の
席

方
言
で
笑
わ
す
ガ
イ
ド
五
能
線

胸
を
打
つ
ア
ニ
メ
の
台
詞
人
を
超
え

愚
痴
話
日
傘
の
中
で
そ
っ
と
聞
く

手
作
り
の
食
事
の
幸
を
身
に
委
ね

二
世
帯
の
孫
の
仕
草
に
和
み
合
う

　
川
口
１
　
川
久
保
良
治

飯
塚
２
　
川
瀬
伊
津
子

東
川
口
２
　
星
野
　
直
康

鳩
ヶ
谷
本
町
３
　
加
藤
　
レ
イ

戸
塚
境
町
　
稲
垣
　
　
洋

西
新
井
宿
　
市
川
い
さ
む

川
口
４
　
富
田
千
恵
子

上
青
木
４
　
星
野
　
明
美

安
行
領
家
　
原
澤
か
ね
子

元
郷
２
　
田
口
　
公
江

安
行
領
根
岸
　
宮
崎
　
忠
久

簡
潔
に
切
り
込
ん
だ
一
句
の
余
韻
。
多
分
に
知
る
年
代
の
実
感
を
率
直
に
吐
露
し
て

余
り
有
る
。
加
速
の
実
感
は
個
々
の
老
化
に
基
づ
く
も
の
だ
。
生
か
さ
れ
た
一
日
。

寝
に
付
く
欠
伸
が
今
日
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
だ
。

評

銀
色
に
す
す
き
穂
な
び
く
坂
の
道
介
護
保
険
の
書
類
を
持
ち
て

朝
の
道
き
ま
っ
て
つ
が
い
の
鳩
と
逢
う
こ
ぶ
し
の
花
の
あ
い
だ
を
遊
び
ぬ

う
っ
す
ら
と
川
霧
の
立
つ
芝
川
を
越
え
る
生
徒
の
自
転
車
の
列

一
心
に
励
む
若
さ
が
羨
ま
し
　
た
と
え
車
内
の
化
粧
と
言
え
ど

「
相
棒
」を
好
き
で
よ
く
見
し
亡
き
父
を
み
ん
な
知
っ
て
て
家
族
で
見
て
る

プ
ー
ル
よ
り
響
き
渡
る
は
コ
ー
チ
の
声
病
臥
の
吾
は
生
き
よ
と
聞
ゆ

こ
ん
ぺい
糖
を
ひ
な
人
形
に
に
ぎ
ら
せ
て
淋
し
い一
人
の
祭
り
終
わ
り
ぬ

芝
川
の
有
明
橋
に
小
波
よ
せ
汐
の
満
ち
干
を
ス
マ
ホ
に
た
し
か
む

そ
れ
ぞ
れ
に
見
て
い
る
月
を
語
り
合
う
母
と
わ
た
し
の
電
話
の
時
間

カ
エ
ル
の
声
いつ
の
頃
か
ら
消
え
う
せ
て
家
建
ち
な
ら
ぶ
鳩
ヶ
谷
の
町

ほ
こ
り
立
つ
白
土
茶
色
に
変
え
て
ゆ
く
早
春
の
慈
雨
う
る
お
い
持
ち
く
る

猫
背
な
る
背
筋
を
の
ば
し
て
た
た
ず
め
ば
老
我
を
写
す
街
の
ウ
イ
ン
ド
ウ

見
沼
沿
い
力
いっ
ぱ
いペ
タ
ル
こ
ぐ
朝
日
ま
ぶ
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
さ

あ
り
し
日
の
母
の
や
さ
し
さ
今
孫
に
つ
な
げ
て
ゆ
く
よ
笑
っ
て
ご
ら
ん

風
情
あ
る
四
季
の
景
色
が
楽
し
め
た
町
内
一の
大
け
や
き
消
え
る

空
き
部
屋
が
や
っ
と
埋
ま
っ
た
年
寄
り
で
老
人
ホ
ー
ム
と
住
人
笑
う

銀
色
に
す
す
き
穂
が
な
び
く
坂
の
道
は
、い
ま
通
っ
て
ゆ
く
現
実
の
道
な
の
に
、渡
り
来
た
人
生
の
よ

う
に
も
、こ
れ
か
ら
渡
っ
て
ゆ
く
自
分
の
晩
年
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。そ
の
坂
道
を
何
枚
に

も
書
い
た
介
護
保
険
の
書
類
を
た
ず
さ
え
て
、作
者
は
登
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

評

道
合
　
神
谷
安
久
子

芝
高
木
２
　
森
田
富
美
子

安
行
原
　
高
橋
　
　
清

安
行
原
　
山
田
　
英
一

上
青
木
３
　
岩
崎
モ
ト
子

差
間
２
　
水
戸
　
正
子

朝
日
３
　
髙
松
　
幸
江

東
本
郷
　
石
川
能
志
子

上
青
木
１
　
髙
橋
　
和
江

桜
町
６
　
藤
波
不
二
雄

坂
下
町
３
　
川
名
　
佳
子

領
家
３
　
森
岡
　
賢
吉

鳩
ヶ
谷
本
町
４
　
町
田
　
君
子

辻
　
田
子
　
千
代

榛
松
　
木
村
　
昌
子

芝
下
２
　
中
山
千
枝
子

ち
ち 

は
は

　市内では、平成28年中に288件の侵入
盗被害が発生しました。
　5月はゴールデンウイークな
ど、長期不在になる機会が多
くあります。
　被害に遭わないために、対
策を心掛けましょう。

し
の
　だ
　
　
　
も
と
　か
ず
　

篠
田
　元
一
さ
ん

　
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
る
音
楽
ス

タ
ジ
オ
内
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
華

麗
な
音
楽
が
響
く
。
木
管
楽
器
・

金
管
楽
器
・
打
楽
器
・
ピ
ア
ノ
な

ど
、
数
十
の
楽
器
の
音
を
重
ね
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
作
曲

作
業
が
こ
こ
で
行
わ
れ
、
新
た
な

音
楽
が
紡
が
れ
て
い
く
。
「
理
屈

で
割
り
切
れ
な
い
と
こ
ろ
が
面
白

い
」
と
熱
く
語
る
。
ど
ん
な
に
良

い
譜
面
だ
と
思
っ
て
も
、
現
場
で

演
奏
し
て
み
る
と
全
く
違
う
印
象

を
受
け
る
こ
と
も
多
い
。

　
姉
の
影
響
で
ピ
ア
ノ
を
始
め
た

が
、
大
学
で
は
数
学
を
専
攻
。
し

か
し
、
音
楽
を
諦
め
き
れ
ず
音
楽

学
校
に
も
通
う
生
活
を
始
め
た
。

転
機
が
訪
れ
た
の
は
大
学
２
年
の

時
。
音
楽
学
校
の
勧
め
で
受
け
た

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
し
、
い

き
な
り
人
気
ア
イ
ド
ル
の
バ
ッ
ク

バ
ン
ド
と
し
て
３
週
間
の
ツ
ア
ー

に
参
加
す
る
こ
と
に
。
そ
れ
が
プ

ロ
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
ス
タ
ー

ト
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
40
年
近
く

プ
ロ
の
音
楽
家
と
し
て
活
動
を
続

け
、
今
で
は
ピ
ア
ノ
・
キ
ー
ボ
ー

ド
演
奏
、
作
曲
・
編
曲
だ
け
で
な

く
、
教
則
本
の
執
筆
、
電
子
音
楽

機
材
の
開
発
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
活

動
の
場
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
歩
み
始
め
た
プ
ロ
の
道
で
は
、

当
然
何
度
も
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
。

音
楽
の
英
才
教
育
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
感

じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
「
で
き

な
い
こ
と
を
で
き
る
ま
で
必
死
に

練
習
し
た
り
勉
強
す
る
の
は
、
大

変
だ
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
結
局
音

楽
が
本
当
に
好
き
な
ん
で
す
ね
」

と
微
笑
む
。

　
作
品
を
作
る
上
で
心
掛
け
て
い

る
こ
と
は
、
受
け
手
の
立
場
で
考

え
る
こ
と
。
「
音
楽
の
仕
事
と
い

っ
て
も
、
結
局
大
切
な
の
は
人
と

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

独
り
善
が
り
で
は
良
い
作
品
は
で

き
な
い
」
こ
の
考
え
が
多
彩
な
活

動
を
支
え
て
い
る
。

　
最
近
は
若
者
ら
後
進
の
指
導
に

あ
た
り
、
発
表
の
場
を
提
供
す
る

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

「
夢
は
川
口
を
音
楽
の
ま
ち
に
す

る
こ
と
」
。
平
成
26
年
か
ら
参
加

し
て
い
る
川
口
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ

ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
理
想
の

形
だ
。
街
中
か
ら
自
然
に
音
楽
が

聞
こ
え
て
く
る
、
そ
ん
な
新
た
な

文
化
が
川
口
に
芽
吹
く
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。
（
敬
）

　患者さんはもとより、私たち歯科医も抜歯は避けたいものです。しか
し抜歯せざるを得ない場合があります。例えば、歯の根の先に細菌が住
み着き腫れて噛むと痛い場合など、治療を行っても改善の見込みがない
時です。また症状がなくても病巣が大きな場合や周囲に悪影響を及ぼす
場合、体の抵抗力が落ちるような治療（化学療法や心臓の手術・移植治
療など）を受ける場合には小さな病巣でも抜歯が必要です。
　管理の行き届かない親知らずも抜歯は必要です。特に歯肉が覆いかぶ
さり歯の一部が口腔内に露出しているものは、奥に細菌が入り込み腫れ
て痛くなります。また前方の歯の見えにくい部位を虫歯にしてしまい、
症状が出るころには治せないほど虫歯が進行する場合もあります。
　つまり、抜歯は細菌の進入路をなくすため、細菌の温床となった部位
を取り除き、細菌の住みかをなくすために必要な処置です。
　抜歯すべき歯を残しておくと、歯の問題だけにとどまらず、鼻やのど、
全身にまで影響が及ぶこともあります。その際には腫れや眠れないほど
の痛みが出る以外に高熱が出る、口が開かない、飲み込めない、息苦し
いなどの症状が出現します。入院治療が必要となり、場合によっては命
にかかわることもあります。
　これらを未然に防ぐためには日頃の管理が必要になります。疲れた時
や風邪をひいた時に腫れや痛みが出ることはありませんか？それは要注
意です。これを機会にかかりつけの歯科医院を持ち、相談されることを
お勧めします。

g防犯対策室　i048-242-6361
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健康ガイド
ステキな笑顔は口元から！

川口市立医療センター
きた　はら　　　たつ　 や

歯科口腔外科 　北 原　 辰 哉

抜歯は必要か
ワンポイントアドバイス すこやか生活習慣

ひ
と

作
編
曲
家

　歯や口は、食べることや、会話をしてコミュニケーションを楽しむ
ことに深く関わっています。歯や口が健康だと、食べ物をよく噛むこ
とができるので栄養状態がよくなります。さらに、清潔感のある輝く
口元は、表情や会話にも自信が持て、外出が楽しくなったり、気持ち
よく笑ったりでき、生活を豊かにしてくれます。
　この大切な歯を65歳で25本以上（6525）、80歳で20本以上
（8020）残すことが目標とされていますが、実際に残っている歯の平
均は65歳で23.2本、80歳では12.7本と少ないのが現状です。大人が
歯を失う原因の約8割は「歯周病」と「むし歯」です。主に歯垢（プ
ラーク）に住む細菌が原因で起こります。「私は歯を磨いているから大
丈夫」と思っているかたも安心はできません。毎日のセルフケアを見直
し、定期的な健診とプロフェッショナルケアも大切です。

　口元のケアを見直して、輝く口元を手に入れ、いつまでもステキな
笑顔で過ごしましょう。

　６月4日（日）10：00～12：00リリアにて「歯の健康フェスティバル」
を開催します。大切な歯をチェックする機会として、是非ご家族でお越し
ください。

川
口
を
音
楽
の
ま
ち
に

ハチマルニイマル

ロウゴニコニコ

歯石除去
プラーク除去

歯周ポケット洗浄　他+
歯みがき

デンタルフロス
歯間ブラシ　他

　セルフケア プロフ
ェッショナルケア

☆６月4日～10日は「歯と口の健康週間」です

侵入盗にご注意を！

１　施錠の再確認
　就寝前や外出時にもう一度施錠の有無を確
認しましょう。また、在宅時にも鍵をかける
習慣をつけましょう。　
２　防犯グッズの活用
　窓の二重鍵、センサーライト、防犯砂利な
ど泥棒が嫌がる環境づくりが効果的です。
３　ご近所ネットワークの構築
　泥棒は住民の視線を嫌います。ご近所同士
で声を掛け合い、住民の目で泥棒が近寄りに
くい環境をつくりましょう。
4　その他
　留守と判断されるため、洗濯物を干したま
まにしたり、新聞や郵便物をためたままにし
ないようにしましょう。


